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後期ミ トYでは， この評価基準の設定が「測定された対価J (且出掛U出 d
.consideration)， I価格総計J(price-a.ggregatc) とし、う仮定で揚棄されたかに見
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獲得，⑧利用ないし転化，⑧完成， ④販売ないし最終的消失 (saleor nnal 
expiration)の四段階〔あるし、は②，③を合わせて三段階)町を通過するものとし，
「真実の費用段階J (true expen同 stage) は第四段階を通過しつつある価値額
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課 (hypotheticalrevenue chargel5)であって，事業費用ではないJ21)， と。
E 費用概念に関する具体的諸規定
ベ 1. ";/は，会計学上の費用概念を r収益原価J(cost of revenue)， r収益
控除分J (revenue dedu.ctions) として具体的に規定する。そして，彼のとのよ
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粗増加J(gross increase in equities)つまり「財産権の暫定的形態J(provisional 
form of equity)たる収益 (revenue) としてしか把握できなし伊〉。そこで， この








五百豆ETVALUES ゃ ・1・ …山小…… 今EQUITYVALUES 
〉一一一→REVENUE1 
(SERVICES 一一一→ l 
吋 ENTERPRISE)... J ・・~. • →百ET主EVENUE
←令EXPENSEI 
〈注 W.A. Patoll， Accounting Theory， 1922， p.257 
(ii) 費用概念の内容の拡大化
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